
鵜茅葺不合王朝第五十二代天皇にして、かつ大和朝廷初代の神武天皇以前に、

王朝第二十四代天皇富秋足中庭天皇が存在したことは、「神皇紀」にも裁っている。

かつその名前入り石碑が「国東半島」に発見されて、石碑前面に天皇の言葉も刻んである。

これほどの物証があるのに、黙殺するのは科学的態度とは言いかねる。

心の母国を思い出そう　（参考資料）

英雄・天才の出現：シヴァ神の重言

「こういう言い方は不謹慎だが、未来文明の分岐点、まさに今2020年、未来社会の、文明

の分岐点だと思うo英雄は必要だと思う。現代の英雄は武器を持って戦うわけじゃなく、「今

の中国が優れている」と思っているものを一刀両断にするような英雄が必要。中国の優位

性を根本から覆すような天才も出てくるんじゃないのか。それさえ出てくれぽこのエル

カンターレの思想が一気に中国本土にも、さらにイスラム圏まで流れ込み始めると思う。」

伝道の使命（名古屋東支部御巡錫時の演題）：政党活動の役割は坊さん軍団の前を行く正規

軍のようなものoレンコン（蓮の根）を掘り起こす役割oその戦いが2020年まで続く。

中国の優位性とは何か；中華思想、華夷思想（東夷、北狐西戎、南蛮）？

中国5千年の史観の優位性を打ち砕くのは、3万年の日本の歴史、日本思想ではないのか？

①富士南天原王朝（静岡）　②鵜茅葺不合王朝（九州）③大和朝廷（奈良）

最古・最高・最先端文明は縄文日本だった」0．145より語間信醇蕃「超古代、
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